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　ここで、和歌山に伝わるキツネのお話を１つご紹介します。
“明治の初め頃のお話です。寒い日の夜、夜なきうどん屋の勇さんが広瀬から雑賀道を通
り、海草橋のたもとで常連の竹やんを待っていました。竹やんが来ると、うどんを作る方と食
べる方のどちらが早いか競争しようと言われ、勇さんが勝てばうどん代をいただき、竹やん
が勝てばうどん代がただになるという勝負をしました。１８杯食べたところで竹やんの勝ちと
なり、竹やんは帰っていきました。勇さんがぼんやりしていると、また竹やんが来てうどんを
注文したので、キツネにだまされていたことに気付きます。そして、竹やんがうどんを食べて
帰った後、売り上げをみると、銀杏の葉が２枚入っていたという、一晩に二度もキツネにだま
されたというお話です。”

　このお話は踏んだり蹴ったりの日のことでしたが、悪い日ばかりではないと気持ちの切り替
えが大切だと思わせてくれました。昔話はまだまだたくさんあります。ふるさと和歌山のお話
となると何度読み返しても楽しいものですね。
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　草木が芽吹きだし少しずつ春に近づいています。
この時期になると毎年楽しみにしている地域の行事があります。決まったコースを子供たちは走り、大人は歩くとい
う地域のマラソン大会です。コースは起伏が激しく大変ですが、走り終わった後に餅つき大会があり、つきたての餅と
婦人部の方々が朝から仕込んでいた豚汁が振る舞われます。そんな楽しい行事がコロナ禍の影響で今年も中止とな
りました。地域の行事が一年、二年と中止になることで、住民同士の交流も減ってきたように思います。楽しかった行
事が過去の思い出となり、昔話のようにならないか心配です。

さて、昔話といえば、空想的な話を独特な語り口や言い回しなどで語り伝えられているものです。一般的には子供
に読み聞かせるようなものだと思いますが、その話から見えてくる教訓など、改めて考える機会を与えてくれます。
　

むかし昔あるところに・・・

【番外編】 １月号でご紹介した、ミュージアム干支コレクションアワード２０２２「虎」の結果が発表され、和歌山城の

「伏虎像」がグランプリに輝きました！


